
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①毎朝，校門であいさつ運動を実施し，

生徒とのコミュニケーションを図る。 

  

②チャイム着席を指導することにより，

業間の問題行動を未然に防止する。 

 

③問題行動の指導は毅然とした指導と生

徒の心情を引き出す指導に努める。 

 

④小中一貫した生徒指導を推進する「校

区連携会議」を実施する。 

①学習ボランティアを積極的に導入し，

基礎学力の向上をめざす。また，授業

や千代ゼミにおいて家庭学習の定着と

充実のための取組を行う。 

②数学科・国語科において尐人数指導を

継続して行い，基礎学力向上をめざす。  

③生徒一人一人が意欲をもって取組む授

業をめざし，具体的な工夫や手立てを

研修し，実践する。各学期に１回授業

公開し，２回参観する。 

④木曜日の放課後２０分間の「千代崎ゼ

ミナール」でステップ学習を導入する。

その他，定期テスト前１週間，長期休

業中にも「千代崎ゼミナール」を実施

し，基礎学力の向上，定着を図る。 

⑤学期毎に自主授業公開を実施し，指導

力の向上をめざす。（５教科年間１回） 

①人権教育の取組みを活性化し，保護

者・地域，校区の幼・小・中一貫した

取組みにより，いじめや差別のない学

校づくり多文化共生教育，特別支援教

育を推進する。 

②教育相談を実施し，生徒一人一人の悩

みや不安などカウンセリングマインド

をもっていじめや不登校の防止に努め

る。 

③「事故・災害発生時緊急対応マニュア

ル」及び「学校事故防止対応マニュア

ル」を活用し，安全で安心な学校づく

りを進める。 

④自転車点検や交通安全教室を実施し，

登下校の安全指導に努める。 

①毎日掃除を実施し，ゴミのない学校環

境をつくる。 

 

②校内の不要物を撤去し，破損個所を放

置せず即日修理する。 

 

③花いっぱい運動などの環境美化行事を

地域，家庭，学校が連携協力した「学

校支援体制」の視点で見直し，位置付

ける。 

 

④多文化共生教育，特別支援教育の推進

するためインクルーシブな教育環境を

整備することに努める。 

 

①鈴鹿型コミュニティ・スクールの実現 

 

②生徒が地域活動を支援する。 

 

③体育祭を休日開催し，多くの保護者や

地域の方が参加できる行事とする。 

 

④ＰＴＡや健全育成協力者会議による校

内外のパトロール活動を充実する。 

 

⑤学校評価や教育活動をホームページや

学校掲示板，学校白書等で公開する。 

経 営 方 針 
(1)心の教育，生徒指導を充実させ，授業規律を確立する。 

(2)すべての生徒の学力保障を行い，わかる授業，楽しい授業をめざす。 

(3)人権・命の教育を充実させ，いじめや差別のない安全で安心して生活できる学校をめざす。 

(4)家庭・学校・地域・が一体となった地域ぐるみの教育（コミュニティスクール）を推進する。 

(5)インクルーシブ教育の理念に基づく多文化共生教育・途切れのない特別支援教育を推進する。 

(6)学校環境を整備し，落ち着いた学校生活をつくる。 

（花いっぱい運動  ごみゼロ運動 校内の不要物の撤去 破損個所の修理等） 

  

生 徒 指 導 学 力 保 障 人権・命 の 教 育 環 境 整 備 地域ぐるみの教育 

めざす生徒像 
○規律ある学校生活のもと，正しい判断力を身につけ，自分や仲間を大切にする生徒 
 
○基礎学力を身につけ，自主的に学習に取組む生徒 

○健康や安全の習慣を身につけ，命を大切にする生徒 

 


